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市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
率
が
前
回

よ
り
も
７
・
１
％
下
が
っ
た
。
下
落
傾
向

で
は
あ
る
が
、
他
市
の
状
況
と
比
較
し
て

下
げ
幅
が
大
き
い
本
市
の
今
回
の
選
挙

で
、
２
時
間
繰
上
げ
の
投
票
時
間
の
影
響

が
大
き
か
っ
た
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

７
・
１
％
は
２
５
２
２
人
に
な
る
。

前
回
が
18
時
か
ら
20
時
ま
で
の
投
票
者
が

１
１
９
６
人
で
あ
っ
た
。
期
日
前
が
２
％

ほ
ど
伸
び
て
い
る
が
、
繰
上
げ
の
影
響
も

あ
っ
た
と
思
う
。

　
　

選
挙
事
務
に
よ
る
費
用
削
減
（
人
件

費
）
が
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
市
民
の
参
政
権
は
そ
の
よ
う
な
予

算
・
お
金
で
は
か
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

改
め
て
こ
の
参
政
権
の
重
要
さ
を
、
市
民

み
ん
な
で
共
有
し
た
い
と
思
う
が
ど
う

か
。

　
　

同
感
で
あ
る
。

 　
　

今
の
現
状
は
？

　
　

第
三
者
委
員
会
に
よ
る
調
査
・
報
告

が
３
月
で
終
了
し
、
任
意
で
の
調
査
は
こ

れ
以
上
難
し
く
、
警
察
に
よ
る
捜
査
に
委

ね
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　
　

ま
っ
た
く
解
決
さ
れ
て
い
な
い
中
で

の
職
員
、
市
長
、
副
市
長
へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ

は
適
切
だ
っ
た
の
か
。
特
別
職
の
報
酬
等

審
議
会
や
市
長
会
な
ど
で
、
こ
の
処
分
の

妥
当
性
を
諮
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　

特
例
的
に
自
ら
の
報
酬
を
減
額
す
る

た
め
に
、
議
案
を
提
出
し
た
に
過
ぎ
ず
、

そ
の
よ
う
な
機
関
に
諮
る
も
の
で
は
な
い

と
思
う
。

　
　

再
発
防
止
と
と
も
に
、
議
会
へ
の
説

明
義
務
の
重
さ
も
今
回
の
一
因
と
な
っ
て

い
る
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
て
い

く
こ
と
は
、
何
事
に
も
真
摯
に
向
き
合
う

行
政
と
議
会
の
在
り
方
で
あ
る
。
共
に
問

題
解
決
に
つ
い
て
こ
れ
か
ら
も
話
し
合
う

こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

自
主
事
業
等
の
責
任
の
所
在
な
ど
、

指
定
管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て
見
直
す
こ

と
も
含
め
て
、
調
整
会
議
を
設
置
す
る
こ

と
に
し
た
。
早
い
時
期
に
運
用
に
つ
い
て

協
議
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
人
口
減
少
対
策

◇
防
災
問
題
（
高
潮
・
高
波
・
大
雨
）

◇
市
民
の
声
（
た
し
ろ
号
・
マ
イ
ナ
ン
バ

　

ー
カ
ー
ド
）

　

市
民
や
企
業
・
団
体
の
参
加
で
の
盛
り

上
げ
計
画
は
あ
る
の
か
？

　
　

こ
う
い
う
記
念
事
業
は
め
っ
た
に
な

く
、
市
民
の
団
結
や
広
く
全
国
に
島
原

の
知
名
度
ア
ッ
プ
、
島
原
観
光
の
魅
力
を

全
国
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ

る
。
一
般
市
民
、
企
業
、
団
体
の
参
加
・

協
力
で
盛
り
上
げ
の
参
加
事
業
は
な
い
の

か
？
例
え
ば
、
往
時
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

築
城
落
慶
の
入
城
式
で
の
千
人
武
将
隊
や

騎
馬
隊
、
鉄
砲
隊
、
槍
隊
、
農
民
隊
な
ど

の
仮
装
で
の
登
城
イ
ベ
ン
ト
は
ど
う
か
。

　
　

記
念
事
業
は
歴
史
や
文
化
関
係
に
と

ど
ま
ら
ず
、
市
民
や
観
光
客
に
参
加
し
て

も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
い
。

　
　

観
光
客
の
誘
客
に
つ
い
て
、
期
間
中
、

島
原
城
や
鯉
の
泳
ぐ
ま
ち
界
隈
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
、
商
店
街
の
水
の
オ
ブ
ジ
ェ
、
宿

泊
施
設
で
の
裃
、
町
娘
風
の
姿
で
の
お
も

て
な
し
等
で
「
仕
掛
け
て
待
つ
観
光
」
を

す
べ
き
と
思
う
が
。

　
　

議
員
提
案
の
意
見
を
踏
ま
え
、
皆
さ

ん
が
参
加
で
き
る
も
の
を
考
え
て
い
き
た

い
。

　
　

そ
も
そ
も
こ
の
島
原
城
築
城
４
０
０

年
記
念
事
業
の
「
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」

は
い
る
の
か
。

　
　

総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
設
け
て
い

な
い
が
実
行
委
員
会
が
あ
り
、
各
部
会
か

ら
様
々
な
意
見
を
も
ら
い
や
っ
て
い
き
た

い
。

　
　

今
後
始
ま
る
改
正
不
動
産
登
記
法
と

は
。

　
　

こ
れ
ま
で
は
義
務
で
は
な
か
っ
た

が
、
今
後
は
不
動
産
の
相
続
登
記
及
び
住

所
変
更
登
記
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

　
　

現
在
の
島
原
市
内
の
空
き
家
の
件
数

は
。
空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
で
、
放
置

家
屋
等
の
特
例
の
解
除
と
は
。

　
　

市
内
の
空
き
家
数
は
５
５
９
戸
、
う

ち
危
険
な
状
態
の
特
定
空
家
数
は
12
戸
。

特
定
空
家
に
認
定
さ
れ
れ
ば
、
現
在
の
固

定
資
産
税
の
軽
減
が
さ
れ
な
く
な
り
本
来

の
税
額
と
な
る
。
例
え
ば
２
０
０
平
方
メ

ー
ト
ル
以
下
の
住
宅
は
６
分
の
１
の
課
税

特
例
が
な
く
な
り
本
来
の
税
額
と
な
る
。

　
　

保
護
者
等
の
反
応
、意
見
は
ど
う
か
。

　
　

当
初
は
様
々
な
意
見
が
あ
っ
た
が
、

支
給
製
品
が
決
定
し
、
周
知
後
は
品
質
、

耐
久
性
、
デ
ザ
イ
ン
等
、
好
意
的
な
意
見

を
多
く
も
ら
っ
て
い
る
。

　
　

ラ
ン
ド
セ
ル
支
給
事
業
の
財
源
は
。

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
お
り
、

と
こ
と
ん
子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
を
寄

附
者
に
報
告
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
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子
育
て
応
援
・
新
入
生
ラ
ン
ド
セ

 

ル
支
給
事
業
、
決
定
後
の
保
護
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の
反
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か
？

AQ

A

Q

QAQ

A

QA A Q

 

フ
ラ
ワ
ー
公
園
不
正
経
理
問
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長浜会

くすのき しんすけ
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不
動
産
に
関
し
て
市
民
へ
新
制
度

 

の
周
知
を

 

島
原
城
築
城
４
０
０
年
記
念
事
業

庶民の会

はやしだ　つとむ
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